
政策 ： ０３　地域の産業がより活性化し、次代を見据えた挑戦を続けるまち
基本施策 ： ０３ 農林業の振興と担い手の支援
１．基本施策が４年間で目指す姿

２．基本施策目標値の達成状況

いる人の割合（単位：％）

３．基本施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

４．基本計画内期間（令和元年～令和４年）のうち、令和４年度の重点課題

５．基本計画期間及び令和４年度の重点課題に基づく優先順位の考え方

36.3 34.7 -

・農業の担い手育成については地域農業マスタープラン（人・農地プラン）を基本とし、農地中間管
理事業を活用し担い手への農地集積を進めます。また、岩洞水路の改修や生産施設などの基盤整
備の推進、また多面的機能支払交付金への取り組みを推進するとともに、相の沢牧野、通年預託
施設を活用した酪農・肉用牛など畜産振興を図ることで、次代の担い手の経営基盤を強化し持続可
能な農業経営体を育成します。
・林業振興については林産物の供給や水源かん養のほか、保健レクリエーション機能、二酸化炭素
の吸収による地球温暖化防止機能や森林生物の多様性などの多面的機能の発揮を確保していけ
るよう、森林環境譲与税等を活用した森林の整備や松くい虫被害対策を推進します。
・産直等との連携による地産地消の推進については、学校給食への供給などのほか、産直の情報
発信や農商工連携・異業種連携による６次産業化、ブランド化などの付加価値を高め、各産直施設
やたきざわキッチンの活用による農産物の生産拡大と地産地消の拡大により生産者が生き生きと
働けるよう推進します。

農政については、農業基盤整備、施設整備等の推進及び担い手の明確化や直接支払制度への取
組を推進します。林業については、森林環境譲与税による森林の現況調査や民有林整備の推進、
森林保護のため松くい虫などの病害虫対策を推進します。
農産については、産直等との連携による地産地消の推進、産直施設の連携体制の構築、生産拡大
への取組を推進し、地域の農産物を生かし、滝沢らしい農産物の構築について検討を行います。

農家の所得向上に向けた土地の有効活用施策と、農地の有効活用に必要な農業施設の整備を支
援します。また、認定農業者の育成を推進するために、担い手育成支援に関する事業を中心として
展開します。林業振興は森林環境譲与税による森林の現況調査と森林整備に係る必要な情報収
集、年次計画の作成を進めます。地産地消については、産直の情報発信、学校給食への食材提
供、食文化の継承、生産者との交流事業等を進め、関係各課と連携し推進します。

37.6 -

2
身に付けた知識や技術を仕事や趣味の場で活かせる機会があると感じて

34.6
39 43 46 50

36.6

1
農業後継者（販売農家）の有無の割合（単位：％以上）

58.6
58.6 58.6 58.6 58.6
58.6 37.6

産業振興施策について　【　農林業分野　】　　

農業従事者の高齢化・就業人口の減少や農産物価格の低迷、資材の高騰などに加え、ＴＰＰ１１、
日欧ＥＰＡの発効や新型コロナウイルス感染症、ＣＳＦ、鳥インフルエンザ等のウイルスの発生など
農業を取り巻く環境は厳しさを増しています。
こうしたなか、滝沢ブランドの創出や農地集積の推進、畜産の振興等により、次代の担い手の育成
に努め、経営の安定化を目指します。また、農地や森林の持つ多面的機能の発揮は、広く一般市
民の方々にも寄与していることから多面的機能支払交付金などの日本型直接支払の実施や森林
環境譲与税の活用により、農地や森林の適正な管理をめざします。また、産直施設のネットワーク
の推進や食育との連携を行い、食の安全・安心を基本に地産地消を推進し、持続可能な農林業を
育成します。

No 基本施策目標指標
基準値 上：目標見込値／下：達成値

H30 R1 R2 R3 R4

資料２



政策 ： ０３　地域の産業がより活性化し、次代を見据えた挑戦を続けるまち
基本施策 ： ０３ 農林業の振興と担い手の支援
施策 ： 　 ０１ 担い手の育成、生産基盤の整備による持続的な農業の振興

１．施策の内容

２．施策目標値の達成状況

３．この施策の４年間のスケジュール

37.6 -

R1 R2 R3 R4

1
農業後継者（販売農家）の有無の割合（単位：％）

58.6
58.6 58.6 58.6 58.6
58.6 37.6

地域農業を持続させてゆくためには、担い手育成や新規就農者の確保などが重要であ
ります。農業の担い手育成は地域農業マスタープラン（人・農地プラン）を基本とし、担い
手への農地中間管理事業を活用した農地集積を進めます。
また、岩洞水路の改修や生産施設などの基盤整備や多面的機能支払交付金など直接
支払制度への取り組みを推進するとともに、相の沢牧野、通年預託施設を活用した酪
農・肉牛など畜産振興を図ることで、次代の担い手の経営基盤の強化を支援し、持続可
能な農業経営体を育成します。

No 施策目標指標
基準値 上：目標見込値／下：達成値

H30 R1 R2 R3 R4

基盤整備、施設整備等の推進

農振計画の定期見直し

担い手の明確化や

直接支払い制度へ

の取組を推進

担い手への農地集

積や直接支払制

度への取組を推進

担い手への農地集

積や直接支払制度

への取組を拡大

担い手の明確化や

日本型直接支払制

度への取組の検証

と継続



４．施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

５．基本計画内の取組と方針のうち、令和４年度の重点課題

６．基本計画内方針及び令和４年度重点課題に基づく優先順位の考え方

７．今年度の施策（進捗、実績）について

８．次年度の施策展開について

国、県の制度に伴う事業を優先することとし、特に岩洞水路の改修事業や牧野管理
事業など、農業者と直接関係する事業を優先します。

・多面的機能支払交付金を活用して、８組織が水路、農道等の維持活動、施設整備を推進し、地域資源
の保全が図られました。
・国が目指す「デジタル田園都市国家構想」を推進するため、地方からのデジタル実装を進めていくこと
を目的とした「スマート農業からキヅクしくみづくり事業」を実施し、２地区において一般社団法人の設立
支援を行いました。また、この２法人に既存の１法人を加えた３法人に対して、農作業受託用のＩＣＴ農機
具の購入補助を行いました。併せて、法人が受託する農作業の予約受付について、市内企業で構築し
た農作業受託管理システムに補助しました。
・上記事業で設立した２法人において、農地中間管理事業にも取り組み、集約化が促進されました。
・今年で１４回目となる「滝沢スイカまつり」を、令和元年度以降３年ぶりにビッグルーフ滝沢を会場に開
催し、約3,200人の方にご来場いただき生産者支援が図られました。
　
【コロナ関連】
　・畜産環境改善支援補助事業…①酪農・和牛ヘルパーを利用する際に係る経費に対し補助。②畜産
農家が新型コロナウイルス感染症に感染した場合に、飼育頭数等に応じた給付金を給付。
　・収入保険料給付金給付事業…自然災害など経営努力で避けられない収入減少を補償する保険であ
る収入保険に新規加入した者が負担する掛捨て保険料の1/2相当を給付。
　・滝沢市農業資材価格等高騰対策支援給付金給付事業…農業資材価格高騰の影響を受けている農
業者に対する費用の一部を補助。
　・※スマート農業からキヅクしくみづくり事業も一部コロナ予算を充てて実施。

・国営かんがい排水事業・県営かんがい排水事業による岩洞水路の改修事業の促進、
多面的機能支払交付事業などを推進します。
・人・農地プランが法定化されたため、地域での話し合いを進め、目指すべき将来の農地
利用の姿を明確化する地域計画の策定に取り組みます。その中で、農地中間管理事業
の活用を促進します。

基盤整備、施設整備等の推進及び担い手の明確化や直接支払制度への取り組みを推
進します。

国営かんがい排水事業、県営かんがい排水事業による岩洞水路の改修事業、多面的機
能支払交付金事業などの推進、地域農業マスタープラン（人・農地プラン）の実現に向け
た取組みを推進します。



政策 ： ０３　地域の産業がより活性化し、次代を見据えた挑戦を続けるまち
基本施策 ： ０３ 農林業の振興と担い手の支援
施策 ： 　 ０２　森林整備による林業の振興

１．施策の内容

２．施策目標値の達成状況

３．この施策の４年間のスケジュール

４．施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針
森林環境譲与税等を活用した森林整備を推進するとともに、感染が拡大中の松くい虫な
どの病害虫対策を推進し、市内の森林での拡大防止に努めます。

79.9 79.3 80.8 -

R1 R2 R3 R4

1
豊かな自然がたくさん残っていると思う人の割合（単位：％）

76.2
77.9 79.6 81.3 83

滝沢市の森林面積は7,473haあり、市全体の41％を占めております。
これらの森林からの林産物の供給や水源かん養のほか、保健・レクリエーション機能、二
酸化炭素の吸収による地球温暖化防止機能や森林生物の多様性などの多面的機能の
発揮を確保していけるよう森林の整備を推進します。また、松くい虫被害等の病害虫対
策を推進します。

No 施策目標指標
基準値 上：目標見込値／下：達成値

H30 R1 R2 R3 R4

森林整備計画による適切な森林施策の推進、松くい虫などの病害虫対策の推進

上記の検証



５．基本計画内の取組と方針のうち、令和４年度の重点課題

６．基本計画内方針及び令和４年度重点課題に基づく優先順位の考え方

７．今年度の施策（進捗、実績）について

８．次年度の施策展開について
・森林環境譲与税を活用した森林資源の解析を実施するとともに、私有林整備を促進し
ます。
・松くい虫によるアカマツの被害防止対策を行います。
・有害鳥獣対策は農協・農家や猟友会と連携を取りながら自衛対策を周知するとともに、
継続して電気柵の購入補助や農家の狩猟免許の取得・わな購入補助を行い、被害の低
減を図ります。

・森林環境譲与税を活用し、森林現況調査を行いました。
・松くい虫による被害の拡大を防止するため、被害木の駆除を行いました。
・鳥獣対策として、電気柵の購入補助を行うとともに、狩猟免許（わな免許）の資格取得
及び捕獲用わなの購入に対し補助事業を新設しました。

森林環境譲与税を活用した森林の現況調査や私有林整備とともに、松くい虫によるアカ
マツの被害防止が重点課題となっています。
また、有害鳥獣対策は農協・農家や猟友会と連携を取りながら、継続して電気柵の設置
補助を行うとともに、罠設置場所の検討を進めていきます。

森林環境譲与税を活用した事業展開を推進するとともに、感染拡大のおそれがある松く
い虫対策事業を優先します。
また、有害鳥獣対策についても優先的に推進します。


